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出 和 じ2年度

JARL香川クラブ通常総会 案内

本 生 度 の 通 常 稔 会 を 下記 の と おヽ り開 催 い た し ケ す の で ,定 訳

第 19条 に 基 ず き 往|ド 案 内 甲 し上 げ ま す
()

=員 多 数 の 御 出 席 を おヽ は い い た し ま す 。

臓  時   1=不L53年 6月  5 Lifに 1, 午後 1時 か ら

場   ■i  高松 市大贈上町  入田由彗|`公 民館 (広 議 71,社 の積 )

(Rl,5,I江 街道大 自信号び)西 口;)

議事 次第

1 開  会

1.会 長 あい さつ

1.妻 長 選 出

1.昭 和 32年度 事業報告

1_略 和.52年度会言1報 告

1.役 員 改 選

t 香 川県 支部長 あ 二さつ

1 新役 員 あいさつ

1.略 和 5る 年度事 業計画

1‐ そ の 他

1・ 閉  会

予算 も含む リ

≪ わ 願 い≫

① 総会の農。欠席について,1■ 封のはがきで2月 28[1■ でに必ずご

返浮 をか送 り〈た さい c(JA5KIFな で
'

な お 、欠 席 の方は 委任 状 を記入 の上 、提 出 して くだ さ い。

② 当 日、55年 腱の会費 (1,000円 )を 御持参 〈たさい。

■た JARL会 費の取継 ぎ 1、 当 日いた 1葉 す。

未加人の方は ,こ の機会に '■ ひ大会 して しょ う。
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私の趣味「素人無線局」の生いたち

J r、 5,lI(3(11  1吹  ||] 十
‐

‐を 1,‐を
=、

本し、1,‐■レ́ク ト「:ニ クスと や`らに し́こド才しェiLン え′)|■ 1女

`贅

も「鋼ふit′ :イ

″栗頭 もに 〈た ぅ しい小 学校
`年

任学 中 の換た めた と記情iし
~こ お り■す 。

当時 の事 ギ、人分 571か l,る よ うな年 今 にな り■ したが ,“f「 」1■ 兄棋サ li長 ,ら

発野 F原 で所 や トタン張 り(7)バ ラック建 が点をす る (1っ いて ,ノ 様ヽ イp姿 (、 iう :1

り見 当 らず ,■ きに ゴー ス :タ フンで L′ たし

,i也 」雲す らに 1、 1え 合は な く,焼残 りの寺 を借 !'て の間倍 1'授業 た し、Ⅲ よリギ
＼―

一番国 るの「」食糧事 情 の悪 い事 て論外 で 1ン た f当 局 だけんⅢ、 7)。

米 る liも 禾、あ [|も 女
=何

に して三腹 を満 たすかはか りを考 えて暮 す ょ うな毎 EI

て したダ〕て ,■
、ェて趣床 と言 うようなtい た くは考 え もつかず 、又‐ttつ 言葉

`
え忘れ―去 ぅて しな いた よ うな時代 で した。たた _強 い て言 うなれは夫 Kい i力 1:

腹 一杯 に使 ってみ たい一 これが起 !夫 で もあ 1,,|■ か ない夢で もあ った よ う■気

か し́■す 。

てん な:末 気 F)な い生ュ:i t7う 笹l[1で したが , あ′うlil,辛 かア■:辛 つ。出 合 ´`アこのアド1《

少年 で した.今 11各 局長さんにお`会 い で きる● も彼 のお蔭 4ら 、 1つ
ハ ムイチ親

父』こ家族に悪口をたたがれるのも彼の章 りと,喜んで良ハ`のか恨んで員い向

か妙 な心境 〔 させ られ ます か 1彼 は 私 よ り
'才

年 二 で |口 制 の中学 へ通 ‐てい ま

した 。

彼 は学校か ら膚 る と勉 5式 もそ こそ こて ,邑棋 シ〔昇 つた t'降 りた り,あ る時は、_

し/シ ーバ ーをかぶ り其剣 な顔、付 さを しているか と息えは ,ニ ヤニヤ ソフンフ /

彼奴 この頃rに きたの と違 うか と押 しかけ ,見闘 さ―して貫 つたf)が 拡石 ラシオ

現 在′:,グ ル マー ラジオで した。当時受信 i:裁 といズはL民 L:!1■ 号 こ■、1イ,う ■2三か

ェ 」|(し ぃ の物 しか な く,そ パ́ (、 作1処 の家庭 だで もある時代 では■か ,́た と思

い ます。子 供心 くそ のス石 ラシ´~な る1■ 物が欲 し (て た ■ らフiく な り,■ Fiノ A

た り:(迫い ■ 1′ たが 3返 る返事 はいつ も ll(Dば か ■ 'そ
れ ては 1~作 り万 な教 え

る 」。 こち らは ,3,1と 百古がしlt r), そ の 日か ら:勉 憮はそ このケすで彼′)笏F.参 りが始

ま りま しチこ.

材 料 もと,■ ,手 に入 りません で したが ,な ん どか彼が]1面 して くれ検波器 は

_つ _



たの:=石標本 か らフ:外 拡 な るもび)ケ 持 ち出す始ネ で,な ん とか る日村iり でや ゛

と出来上 り■ t′
~c)‐

ヤi´tや Ilこ オ[で ヨ分 :F■カル||七 未 ,今 日つ。「1,Iま 誰 に気テ|■1′ム

f(一ツ、で i」■丁ふんた と喜ん アcn{、 つ 7,、 働 l島 ,1「 心の耳 レシーーバ_が ふ |′)ま せ

ん (i間赫

“

す:手 トヽンマルヽ 。 こ『
)時

|・ ■
`ヽ

:サ :■

`人 と,ヽ 「ら |も ir｀ て大 :夫 い |_~ユ |ン たが
,

彼 も1司
′
1南 して くれナ丁暉

'1■'1ス
う て私 itフ レセ ン ト L´ て (11■ 1ン tO

it航 な(1さ 琢|| ∫
~,皇

:し'],1尋 二丘 」・・・tt「)上 rヽ 1~う |■・・■■11兵 ・・・・・・
. 11レ イ(1各―子さん′

`●
 |い

'ン
ゴの工 」等五れ 出る メロデ ィに う ■́と り/ 特 it■iい 兵 ′.し ご`` こもつた レンーバ

ーのil lv｀ か も,キ il′■iせ ん か恵無 童 で |_た 。

そ ■か らと言 うヽのは学業 も41]1雄Lえ や ら,明 ヶって ヽ暮 ォlて !宝気 い じりに没

頂す る ょ うにな
'■

した。作 る:万 tケ ーース バイステ /プ で t〕 一
・ヽ-1ひ「,1-

1・ -1. 2-― v-1と ェス ガ t/― 卜し,小遺 い 1文 は ■~一 ノン昔|口 島↑ヽ に 71増 え てい ま

l r11)シ ミ ッメしノ洋肯7F:1看
‐

1人ユハに発:1軍 l.PTシ τ一 ンと1先 Йl:こ 1云 ―・て
'´

る`キ坊||な ・全

■,オ |」 用 L´ 。人

'■

の淑 父か らは CMf)、′´ンク● I.‐一 て貰 う́て″′悪戦苦 略 て した c

破 れス ピーカーー′)コ ーン張 りな え .I'T'の 捲 iIし _、 工 ヾ減 、 ti――グー継 線
′〕真

圭争f)'L入 れ等 ,今 考 チ_る たけで も馬 鹿 々々しい手 手・十 、́てい ■ 1た が ,そ √)

うち違:「,■つノ`、●C'嗅
―重オiる よ うにな り〕部品代 ‐

|― ア ●ア了――
'I貞

載 し他人供 の資

争 で趙 1米 を楽 (_も よヽ う1て な り■ 11■ .

しんハし人間 とは tイ タクな も′)で 大好 な起未 も」!=臓 li」 じ事 |「よか り'砒t鮨 きが

くる よ うです 。そ こで考 えたのか 自分 ′)手 で 一|[芝 誌波 を飛は 1′ てやろ うとい う

事 tLた 。叉 々夕」の材 料集 めっヽ始 ■ 1:t参考 資料 1、 古 本屋 で見つけた虫喰 い ヽ

良 い と ころ の分素天 な ふの で した。なん とか 出来上 うたのが フア イナル 6Z―

Pl(″′ハ lTxて した。 RKは ュiz三
`'|「

吉」̈ コ イル を ,tメιr'替 え た荷|な 1ヽ
1つ で送 信

楓‐とぃ ぅょ ,九振 器 と毛 なたヵ が早 い様 をお甘:末 な物 で 1´ た 。 ところが 世 の コ

息 い と■)ヽ り1′こな らない も
`)で 。い よい よ試験1電皮 発 身、|コ :[]あ たふ た と彼 が駆 (,す

込 んで木 て 申
~■

|′ Cは ,ア マテ ユ7無線 なる 1、
17｀ |=■ ■」

`才
'て お らず 多二な電波 で

もLそ うもい な らL:ち
'(t]1l Jtと

か い うな い プ メ リカさん か米 て 、て こ わた あ

る物 は全 部 没収 され ,親は 1キ 出 しを受 け ,こ ぅひ と 〈しに られ る との リボ ー ト

で した 。何事 :、 通
=軍

の tiに ′
|ス リ′)一 言 で ,立 〈子 、ヽ黙 る時 |て で |_た の て・,折

‐
角

苦 労 1´ て作 ^た もの
`7)泣

〈な く諦 らめ なけ れ は な |)■
1‐
Jん で した :、

てれ か ら後 |′〔は 民放 時 iヽ には い |'受 信 機 4、 ス ーパ ーヘ テ ロダーイン型 式が標準

化 し電 気 屋 さん の店 頭 で も FB4物 が 見 ら,1る 様 にイ[い て い ■ |_.た 。
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さてそれか ら 7年 ,彼は社会人 に ,私は勉強 にそォlそ れ忙か し〈な り、趣味

の方 t、 9彼 は BCLSWLに ,私は音響 に と分れ幾年 も経 って ,フ ト気が付 い

た時は 6人の窺父 にな り趣味の万 も トンと忘れ てい贅 した o

それ か ら又 々良い年 を して始 め出 したのが swL。 た贅たて 7MHZで ロー

ヵル局 を受信 し。これだ / と飛び上 り硬 した。念願 のア マチ エァ無線 局 で し

アこ。

あち こちに間 にヽ合 わす と違 日当香 川 ク ラブで講 留会 か ある との事 で取 る物 も

取 らず 申請 し【 した。今民勉頻 とて中 々憶 え られず期 日かせ 責ればなか みご り
,

ッテコイ』との声援 をあとに試験場へ。問題を見て又ガクゼン。自分な りに判

っていなが ら答が出ません。やるたけや らねば とタイム リミツ トー杯 ねば った

結果 とうにか合格で した。

講習会の方は ,ど うもこん なボンクラ頭では不可能だ と西讃 クラブ JA5

A3Y局 にお世詰にな り,駄 目な ら香川ク ラブ ,そ れで駄 目なら国試 と三段構

え と |′ ,香川 クラブに矢礼 じ重 したが観晋寺へ通 いま した。

土曜半 日。日:翌 一 日と CM`,こ 差支えないスケジユールを想んで戴 き■ したの

で ,高 松刀、ら落後する こと:生 (無 事参加でき環 t´ た。講師の先生万には大 ,́変 甲

し訳 あ りませんが居眠 りしなか らも ,お 蔭様 で どうにか合格 させ て戴 き 、従免 =

局免 としば ら〈の 日時はかか り■ したが ,や う と怠展 の無線 局を開局で きIし

ラ宅 。                                        ・

思い起 こ してか ら2o数年 .遠 い昔 の夢 がや っと実現 し、そ の時 の悦 ひ嬉 L、

_
さ ,又開局当初の初心者精 神 これだけはいつ迄 も末長 (心の共 に し燎 うてか き

たい と思 い■す 。

か蔭稼 で開 局以来 F弓 な OM各 局長様 にお会 いで き,楽 しいハ ム ライフを過

させ て戴 いてお・ります 。 ・…・… …・

貢菫 な紙 面をお借 りし,と りとめ もな tハ 下 だ らない暑 を書 き立て ま した畢 を

深 〈お詑 び 申 し上 け です とともに ,今後 とも各局長 さん の御 指導及 び末長 いお

付 合い の程 をお願 い して矢礼致 します 。

7る £ 88
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いlH変 更

JA5

J~A5

JA5

:〕 A5

AA

LI

JI)U

C ll

〒 761-21

〒 ア61

T'/61-1ろ

〒 ア● 1

綾歌 君|,綾 南町畑 田 732-72

高松 市大 出下町 25う 1-1
(Tl:T」 387(5  る|―-3123 )

高
'伝

Fiり |■墜町 1■)2

高松市多」と上町 3ち ろ――
``

(汀 )

高松 南郵 便局の議設 i(伴 い、高松 南及び香り|1層 3の 一部
′
')

郵 員番号が変更 にな ってか りです ぅ念 のため・………・…

大 田南 部 公民 館 (綜 会 会場 ):案 四図
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